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３月９日、冷凍食品メーカーの株式会社ファンデリーさんとの事業連携によるコラボ商

品の第２弾を開発。販売が始まりました。 

今回、管内の冬季を代表する京の伝統野菜「花菜」と「京はたけ菜」を食材に使用した冷

凍食品が完成致しました。「花菜」と「京はたけ菜」

は、生産者の皆様に冷凍食品の食材用に提供いただ

きました。完成した冷凍食品（商品名：ほろ苦さが

大人のたしなみ 京野菜と肉団子の春雨煮込み）は、

インターネットの公式サイト「旬をすぐに」

【 https://shunsugu.jp/ 】で販売しています。 

株式会社ファンデリーさんは、栄養士による日本

初の宅配サービスや健康食品を通信販売するなど

各種事業を展開されています。 

今回、株式会社ファンデリーさんが、２０２０年

に始められた国産食材を１００％使用し、旬の美味

しさを提供する食事サ

ービス「旬をすぐに」

で当ＪＡと事業連携を行いました。 

第１弾は、昨年 10 月に「京都茄子」と「京おくら」を食材

に使用した冷凍食品（商品名：とろっと瑞々しい京都茄子とね

っとり京おくらの辛口キーマ）が販売され、食材の

味がしっかり味わえるなどと人気を集め、好評で終

えております。                                               

 

―ＴＡＣ information―  

経済部では、梅小路・花屋町通花結びプロ

ジェクト実行委員会が３月４日・５日に開催

されたイベント「花屋町通フラワーフェステ

ィバル」に展示する花菜を提供しました。３

月３日に乙訓支店管内で花菜の収穫を終え

て開花している花菜をプロジェクトメンバ

ーである京都産業大学の学生２人がプラン

ターに植える作業を行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


